
    　              公          示 　　②使用タイヤの制限 （３）クローズドクラス参加者は、普通４輪運転免許証所持者とする。
 本競技会は、ＦＩＡの国際ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂ競技規則に準拠した 　　　次に示す通称Ｓタイヤの装着を禁止する 　　上記（１）（２）の資格は必要なし。
日本自動車連盟（ＪＡＦ）の国内競技規則とその付則、 第１２条  参加台数・制限
ＪＭＲＣ中部ジムカーナ／ダートトライアル共通規則、ＪＭＲＣ中部ジムカーナ （１）参加人数１５０名まで先着順。ただし、ＪＭＲＣ中部加盟クラブ・団体
選手権規定、ならびに本競技会の特別規則書に従って開催される。 　　の所属者が優先される。
第１条  競技会の名称 （２）１つの競技会に同一選手は、１つのクラスしか参加出来ない
　２０１１年JMRC中部ジムカーナ北陸シリーズ （３）同一車両による重複参加は人数の制限を設けず、同一クラスに限
第２条  競技種目　ジムカーナ 　　り認められる。ただし、ストリートクラス及びEXクラスとの重複参加は認められる。
第３条  競技格式　下記第４条に記載（Ｅ：地方、Ｆ：クローズド） （４）シリーズ開催要項により本競技会に参加できないドライバー。
第４条  開催日程　　　　　　　　第５条　開催場所 　　　２０１０年ＪＭＲＣ中部ジムカーナシードドライバー
　第１戦　　４月２４日（日）Ｅ・Ｆ　　　　大日スポーツランド 　　　２０10年全日本ポイント獲得者
　第２戦　　５月２２日（日）Ｅ・Ｆ　　　　大日スポーツランド 第１０条  競技クラス区分 　　　ただし、ＪＭＲＣ中部タイトル認定外クラスは除く。
　第３戦　　６月１９日（日）Ｅ・Ｆ　　　　イオックスアローザスポーツランド （１）参加車両は下記の排気量別に区分される。尚、加給装置付きエンジ 注記　・ＪＭＲＣ中部ミドルシリーズ（北陸、東海）の前年度チャンピオンに
　第４戦　　７月２４日（日）Ｅ・Ｆ　　　　大日スポーツランド 　　　ンは、Ｎ、Ｓ、ＲＡ、Ｂ車両では、１．７倍を乗じた気筒容積が排気量と 　　　　　ついては、参加制限をうけない。
　第５戦　　９月　４日（日）Ｅ・Ｆ　　　　イオックスアローザスポーツランド 　　　なる。また、ロータリーエンジンは１．０倍とする。 （５）参加申込書に北陸シリーズの参加クラス（第１０条−１）と該当車両
　第６戦　１０月１６日（日）Ｅ・Ｆ　　　　大日スポーツランド ＜競技格式　Ｅ＞ 　　クラス（第１０条−３）を明記する事。
第６条  オーガナイザー ストリートクラス　：　すべてのＮ、ＳＡ、ＲＡ及びＢ車両（陸運局保安適合 　例）　参加クラス／車両　　１．　　オーバー１６００　　／　　Ｎ−３
　第１戦　コニシレーシングメイト　（ＫＲＭ） 　　　　　　　　　　　　　車両・排気量区分無し） 　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２．　　オーバー１６００　　／　　ＳＡ−２
　第２戦　石川レーシングクラブ　（ＩＲＣ） Ｓ１５００クラス　　：　スーパー１５００車両 　　　 　　　　　　　　　　　　　　３．　　　　４ＷＤ　／　　Ｎ−４
　第３戦　チーム．エー．ビー．シー　（ＡＢＣ） 　ＲＡ２クラス　　　：　前輪駆動のＲＡ車両 　　　 　　　　　　　　　　　　　　４．　　　　４ＷＤ　／　　Ｓ−３

　第４戦　アールエイト石川　（Ｒ－８石川） 　ＲＡ３クラス　　　：　後輪駆動のＲＡ車両 第１３条  参加料
　第５戦　ビッグバンスポーツクラブ　（ＢＩＧＶＡＮ） 　ＲＡ４クラス　　　：　４輪駆動のＲＡ車両 （１）ＪＭＲＣ中部に加盟のクラブ、団体の登録員は１１，０００円とする。　（昼食付き）
　第６戦　石川レーシングクラブ　（ＩＲＣ） １６００クラス　　　：　気筒容積1,600㏄以下２輪駆動のＮ，ＳＡ車両 （２）ＪＭＲＣ中部未登録者または他地区登録者は、１３，０００円とする。　（昼食付き）
第７条  大会役員　　　　　　　　　　　　第８条  競技会主要役員 オーバー１６００クラス：　気筒容積1,601㏄以上２輪駆動のＮ，ＳＡ車両 (３）JMRC中部タイトル認定外クラス：EXｸﾗｽ参加者　８，０００円　　　　　（昼食なし）
 （１） 大会会長      （必要に応じて）　　　（１）審査委員長会 　 　４ＷＤクラス　　 ：　Ｎ−４とＳA−３車両 （４）クローズドクラス参加者は５，０００円とする。（昼食付き）

　（２）組織委員会　　　　　　　　　　　　　　審査委員長　　　　　公式通知にて発表 　　Ｄ　クラス　　　：　ＳＣとＤ車両 ※各地区ＪＭＲＣ登録員は、ライセンスにＪＭＲＣ登録クラブ印を押印してある事
　組織委員長　　公式通知にて発表　　　審査委員　　　 　　　　　　〃 ＜競技格式　Ｆ＞
  組織委員　　 　　　 　　〃　　　　　　　　　（２）競技役員  　　　　　　 クローズドクラス：ナンバー付きの保安基準適合車（駆動方式・排気量区
  組織委員     　　　　　 〃　　　　　　　　　競技長　　　　　　　公式通知にて発表 　分無し） 第１４条  参加申し込み期間
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コース委員長　　　　　　　　〃 （２）ＪＭＲＣ中部の認定クラスは、スーパー１５００、ＲＡ、１６００、 　競技会開催日の１ヶ月前から１０日前の木曜日迄必着
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計時委員長　　　　　　　　　　〃 　　オーバー１６００、４ＷＤ及びＤクラスとする。 第１５条  タイムスケジュール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技術委員長　　　　　　　　　　〃 （３）JMRC中部タイトル認定クラス（2011年JMRC中部の指導に従った車両である事。） ゲートオープン　　　　　　　　　  ＡＭ　　７：００
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局長　　　　　　　　　　　〃 　　Ｎ－１  　　気筒容積1,000㏄以下のＮ車両 受付　　　　　　　　　　　　　　　　ＡＭ　　７：００　　～　　ＡＭ　　８：００
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　救急委員長　　　　　　　　　 〃 　　Ｎ－２ 　 　気筒容積1,000㏄を超える前輪駆動のＮ車両 車検　　　　　　　　　　　　　　　　公式通知にて発表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認定救急安全委員　　　　　〃 　　Ｎ－３  　　気筒容積1,000㏄を超える後輪駆動のＮ車両 慣熟歩行　　　　　　　　　　　　　　　　　〃
第９条  参加車両 　　Ｎ－４  　　気筒容積1,000㏄を超える４輪駆動のＮ車両 ドライバーズブリーフィング　　　　　　〃
  ２０１１年国内競技車両規則第３編スピード車両規定に合致した車両と 　　ＳA－１　　気筒容積1,600㏄以下の２輪駆動のＳＡ車両 第１ヒート                                 〃
　ストリートクラス車両（登録番号標付きＮ、ＳＡ、ＲＡ及びＢ車両）ならび 　　ＳA－２　　気筒容積1,600㏄を超える２輪駆動のＳＡ車両 第１６条　順位決定
　にクローズドクラス車両（陸運局保安基準適合車）とする。 　　ＳA－３　　４輪駆動のＳＡ車両 （１）原則として２ヒート行い、その良好なタイムを採用し最終の成績順位とする
　①排気系変更可 　　　ＳＣ　　　 ＳＣ車両 （２）同記録の場合は以下により順位を決定する
　　ストリートクラス及びクローズドクラス車両 　　　 Ｄ　　　 　Ｄ車両 ｉ．セカンドタイムの良好な方ｉｉ．排気量の少ない方ｉｉｉ．審査委員会の決定による
　②ＥＸマニホールド、フロントパイプのみ変更可 　　ＲＡ－２　前輪駆動のＲＡ車両
　　ＲＡ及びＳＡ車両 　　ＲＡ－３　後輪駆動のＲＡ車両
　③ストリートクラスは、ラジアルタイヤの装着を義務とする。 　　ＲＡ－４　４輪駆動のＲＡ車両
スーパー１５００車両（略称；Ｓ１５００）：当該年ＪＭＲＣ中部Ｓ１５００車両規定 （４）JMRC中部タイトル認定外クラス 第１７条　　賞典
に適合したものとする。車両規則はＪＭＲＣ中部ハンドブック及びＨＰに記載 　　EX　　　N・SA・RA・S1500の車両で参加する本規則書第11条に該当する上級者 （１）　各クラス１から３位、ＪＡＦメダル、トロフィー
※第3戦、５戦に限り、Ｄ車両は出走できる。 第１１条  参加資格 （２）　各クラス４から６位、トロフィー

　RＡ車両：２０１１年スピードＳＡ車両規定に適合した車両でタイヤ規定を （１）ＪＡＦ発給の当該年度有効な競技運転者許可証の国内Ａ級、又はＢ所持者 （３）　各クラス順位に同等の賞典とする。参加人数により、賞典対象順位を主催

　下記①②に変更した車両とする 　　に限る。 　　　　者が考慮する。

　　①タイヤサイズ （２）JMRC中部に加盟しているクラブ、団体に所属 しており、ＪＭＲＣ中部共済会 ※クローズドクラスは、この限りではない。

　　　競技会会場内に限り、タイヤ及びホイールサイズを規制なく変更する事が 　　に加入している者に限る。ただし、参加人数に余裕があり、死亡時５００万円 （４）JMRC中部タイトル認定外クラス：EXクラス　順位決定及び賞典は

　　　出来る。ただし、最大荷重能力は満足する事。 　　以上の競技に有効な傷害保険に加入している場合は、この限りではない。 　　　公式通知にて発表
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ﾀｲﾔﾒｰｶｰ ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ名 使用不可タイヤ名称
ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ DIREZZA 93J/98J/01J/02G/03G

ﾌﾞﾘﾁﾞｽﾄﾝ POTENZA 520S/540S/55S/11S
東洋ｺﾞﾑ PROXES FM9R/08R/881/888
横浜ｺﾞﾑ ADVAN 021/032/038/039/048/050
ﾒｰｶ問わず

但し、上記以外のタイヤでもＳタイヤに準ずると判断された
場合、猶予期間を待たず使用を禁止する場合がある

ﾗﾘｰﾀｲﾔ/海外ﾒｰｶｰ製造製通称Sﾀｲﾔ等



第１８条　有効ポイント及びポイント配分 第２１条 　参加申し込み及び問い合わせ先
（１）開催戦数−１戦を得点合計の対象とする。
（２）各クラス３名以上の参加受付をもってクラス成立とする。２名以下の場合は、 第１戦 　　４月２４日（日）　　KRM 　　　　　大日スポーツランド

クラス不成立とし、参加者が望めば出走は認めるがクラス統合とする。この場合 〒９２０－００６４　　石川県金沢市南新保ロ−４３　　小西タイヤサービス内

は、主催者が事前に参加者に対して出走の意思を確認する。出走を辞退する 　　　　　　　中田　博信　　ＴＥＬ：　０７６−２３７−４７２７　ＦＡＸ：　０７６−２３８−７４６８
場合には、参加料から事務手数料１，０００円を差し引いて返金する。事前の意
思確認が出来なかった場合には、この限りではない。 第２戦 　　５月２２日（日）　　ＩＲＣ　　　　　　　大日スポーツランド
（３）参加者全員にポイントが与えられる権利を有する。ただし、シリーズ順位は 〒９２０－００５７ 　石川県金沢市桜田町３－２９　サーパス桜田町２－６０５
ＪＭＲＣ中部加盟クラブ、団体の所属者に限る。それ以外の者は、シリーズ最終戦 　　　　　　市川 大輔 　ＴＥＬ：　０９０－４３２４－３４３８　ＦＡＸ：　０７６−２３２−０７７９
までにＪＭＲＣ中部に加盟しているクラブ、団体に所属し参加すること。
不参加の場合は、シリーズ順位が抹消され、ＪＭＲＣ中部に登録されたクラブ、 第３戦 　　６月１９日（日）　　ABC 　　　　　イオックスアローザスポーツランド
団体に所属の者に繰り上げられて与えられる。 〒９３０－０９８２ 　　富山県富山市荒川１丁目２−１８
（４）Ｄクラスのシリーズポイントは、イオックスにて行われる２回の大会順位の 　　　　　　塩岡 雅敏 　ＴＥＬ：　０７６−４３１−３６７４　ＦＡＸ：　０７６−４３１−３６７４
ポイントのみを集計する。
※シリーズ戦の順位は、有効得点の多い順とし、有効得点の集計において 第４戦 　　７月２４日（日）　　Ｒ－８石川 　　大日スポーツランド
複数の競技運転者が同一得点を得た場合、上位得点回数の多い順とし、上位 〒９２１－８１４８ 　石川県金沢市額新保１－１４９－６
得点回数が同じ場合は、有効外の得点が多い順とする。 　　　　　　長森 　崇 　ＴＥＬ：　０９０－７７４５－４８９８　ＦＡＸ：　０７６−２９８−２４１４
※クローズドクラスは、この限りではない。
第１９条　　シリーズ表彰 第５戦 　　９月４日（日）　　ＢＩＧＶＡＮ　　　イオックスアローザスポーツランド
各クラス上位６位までとする。ただし、参加人数により、対象を減らす場合がある。 〒９３１－８３６７ 　　富山県富山市岩瀬松原町７３
※クローズドクラスは、この限りではない。 　　　　　　河井 牧夫  ＴＥＬ：　０７６−４３８−４２６７　ＦＡＸ：　０７６−４３８−４２６７
第２０条　　その他参加者遵守事項
（１）参加車両名は１５文字以内とし、必ず車両名（型式ではなく通称名：レビン、 第６戦 　１０月１６日（日）　　ＩＲＣ　　　　　　　大日スポーツランド
シティ等）を入れる事。 〒９２０－００５７ 　石川県金沢市桜田町３－２９　サーパス桜田町２－６０５
（２）スペシャルタイヤの使用禁止（一般市販タイヤを使用する事。Ｄクラスは除く） 　　　　　　市川 大輔 　ＴＥＬ：　０９０－４３２４－３４３８　ＦＡＸ：　０７６−２３２−０７７９
（３）競技中は、レーシングスーツ・同シューズ・同グローブの着用を強く推奨する。
（４）表彰式には全員参加する事。退場する場合は、競技長の許可を得る事。
（５）正当な理由無く表彰式に欠席したドライバーは、賞典の権利を放棄した者と
見なされ賞典は与えない。なお、当競技会でのポイントも与えない。
（６）統一規則細則、競技運営規定、競技規定、一般規定についてはＪＭＲＣ中部
２０１１年共通規則書に準ずる。

ＪＭＲＣ中部 HP

北陸シリーズ HP
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http://gymhokuriku.main.jp/

http://www.jmrc-chubu.gr.jp

２０１１年　ＪＭＲＣ中部ジムカーナ　
シードドライバーリスト

鵜飼　洋一 森　　大士 杉山　幸登 東山　匡志

大石　洋之 佐野　光之 菅沼　隆一 安部　洋一

上本　昌彦 中川　博史 佐藤　祐樹 岡部　隆市

中農　久弥 山本　誠 渡辺　信吾 前島　孝光

奥村　和也 フクバ　ヨシオ 牧野タイソン 吉野　正則

川村　徹 堀　　一晃 合計　２２名


